















































に、 「明治二十九年から大正六年までの二十二年間に、実に千三百六十七首の漢詩を遺された。こ 数は歴代天皇中第一位である。因みに、その次は後光明天皇（第百十代、江戸初期）の九十八首…」とある。貞明皇后も天皇の影響を受けられたようで七十一首の御詩を遺されている。天皇皇后が揃って漢詩を好まれた は当然、周囲の人々にも多大な影響を与えたと考えられよう。　
大正天皇の直接的影響が指摘されてはいないもの 、好んで漢詩






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































易明快であり、親しみやすいものであった。漢詩を作る人々の中には、やたらと晦渋な詩語を用いたり、あまり知られていない典故を用いたりして得意になっているような人もいる。しかし 王 漢詩ではそのような気味は全く見られない。無為自然という 、ことさら彫琢を施す ことがないのである。それは皇族 お育ちの良さからくるものであろう。今後は、王の書法作品に見られる自詠漢詩を翻刻して、 「兼堂詩抄」を一首でも多く補っていきたいと考えている。
閲武三旬鯤島邊
　
閲武
　
三旬
　
鯤島の辺
竹風蘭雨子規天
　
竹風蘭雨
　
子規の天
草山頼有清心地
　
草山
　
頼さいは
ひに有り
　
清心の地
四入雲中浴沸泉
　
四たび雲中に入りて沸泉を浴びたり
　
昭和三年五月、台湾軍を閲兵の後、四度目となる草山温泉に出か
けたことを詠じた作。〇三旬‥何度もめぐる。〇鯤島‥『荘子』逍遥遊篇の「鯤」に基づく台湾の雅称。〇沸泉‥当地の沸点以上の熱い湯がでる温泉。　　　
　
贈清浦老兄（清浦老兄に贈る）
南極神仙扶木濱
　
南極の神仙
　
扶木の浜
春風駘蕩鴛鴦茵
　
春風駘蕩たり
　
鴛鴦の茵
しとね
樞機參畫憂牛喘
　
樞機
　
参画して
　
牛ぎう
喘ぜん
を憂ひ
冢宰鈞衡侍玉宸
　
冢宰
　
鈞衡して
　
玉宸に侍る
謡曲動塵化大衆
　
謡曲
　
塵を動か
　
大衆を化し
吟詩泣鬼靖堯民
　
吟詩
　
鬼を泣かしめ
　
堯民を靖んず
龜齡不老競松柏
　
亀齢
　
老いずして
　
松柏と競ひ
永作皇家柱石臣
　
永く皇家柱石の臣と作らん
　
清浦奎吾に贈った作。 「樞機」 「亀齢」の語から、大正十一年に清
浦が樞密院議長になった頃のものであろうか。〇清 奎吾‥明治大正期の官僚・政治家。法務大臣、農商務大臣、枢密院議長を歴任した。総理大臣となったが短命内閣に終わった。
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